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Ⅰ．研究年次・予算区分

研究年次　平成19～22年度
予算区分　農業技術研究機構交付金プロ（地域総合
　　　　　確立研究）

Ⅱ．主任研究者

主査場所
　北海道農業研究センター
　主査
　　鈴木　修（所長、H19.4～H21.3）
　　折登一隆（所長、H21.4～H23.3）
　推進リーダー兼チームリーダー
　　大下泰生（北海道水田輪作研究チーム長、
　　　　　　　H19.4～H22.3）
　　澁谷幸憲（北海道水田輪作研究チーム長、
　　　　　　　H22.4～H23.3） 
　取りまとめ責任者
　　仁平恒夫（水田作領域長、H23.4～）
　取りまとめ副責任者
　　澁谷幸憲（畑作研究領域上席研究員、H23.4～）
　　村上則幸（水田作領域上席研究員、H23.4～）

Ⅲ．研究目的

　北海道の代表的な良食味米産地である上川中部と
これに次ぐ北空知では水稲と野菜をこれからの基幹
作物として位置付けており、産地の安定・強化を
図っていくためには、担い手確保や農地集積に対応
した省力・高能率な栽培技術を導入するとともに、
野菜作の産地体制を強化して、収益性の高い複合経
営を構築することが求められている。
　そこで、稲作においては省力的で高能率な直播栽
培を導入し、良食味の移植兼直播用新品種「ほしま
る」を用いて低タンパク米生産のための栽培管理技
術を開発し、用途拡大のために業務用米等の適性評
価法を検討する。
　また、施設型野菜作がさかんな上川中部の主要野
菜のひとつであるミニトマトについて、半促成長期
取り栽培の省力化と、有利販売を促進するための栽
培技術を確立する。露地野菜が主体の北空知につい

ては、短節間カボチャの省力栽培技術を確立する。
　さらに、開発した水稲直播栽培と野菜作技術を現
地で実証して体系化し、経営評価を行うとともに、
産地化方策を提示し、良食味産地に幅広く適用でき
る高収益水田営農システムを確立する。

Ⅳ．研究方法

第１章　水稲直播栽培における省力栽培および良食

　　　　味米生産技術の開発

１．乾田および湛水直播栽培における省力栽培技術

　　の開発

（１）資材節減と高能率化による乾田直播の省力栽

　　　培技術の開発

　整地・鎮圧等の一連の播種作業を改良したより省
力的な播種作業技術を開発する。さらに高速作業が
可能な麦用ドリルシーダ等を活用し、無粉衣籾の利
用により作業能率が高くかつ初期投資コストを抑え
た乾田直播のための播種技術を開発する。
（２）無代かき作溝湛水散播法を用いた湛水直播の

　　　省力栽培技術の開発

　ケンブリッジローラによる鎮圧により漏水を抑え
ることにより、代かき作業を省くとともに、無粉衣
籾の作溝型直播機による播種により、省力的かつ安
定した苗立ち率を確保できる湛水直播技術を開発す
る。

２．新品種に対応した低タンパク良食味米生産のた

　　めの栽培管理技術の開発

　直播用新品種「ほしまる」の低タンパク・安定収
量を目標とした窒素施肥法を明らかにするため、窒
素施用量および施用時期を検討するとともに、葉色
や草丈による栄養診断の導入を検討する。

３．米品質に及ぼす要因の解析と用途適性の評価

　道産の直播向け品種「ほしまる」を主として、米
の成分（タンパク質、アミロース）、米飯外観の評
価、米飯の物理特性や炊飯後の老化性評価、精米粉
による糊化粘度特性等の物理化学測定に基づき食味
を主とする品質特性と品質に及ぼす要因を解明す
る。また、米飯利用を主とした加工適性を明らかに
し、新たな用途を検討する。

研　究　の　要　約



－ 2 －

第２章　水田地帯における野菜の省力栽培技術の確

　　　　立

１．施設型野菜作における夏秋ミニトマトの省力・

　　高品質栽培技術の確立

　ミニトマトの省力栽培法を確立するため、育苗・
定植作業の大幅な省力化を可能とするセル成型苗直
接定植による栽培法を検討する。また、摘房および
側枝葉利用の効果を明らかにし、秋季（９月以降）
に高品質なミニトマトを安定供給する生産技術を確
立する。

２．露地野菜作における短節間カボチャの省力栽培

　　技術の確立

　短節間カボチャは、株元に着果することから収穫
作業の省力化が期待できる。そこで、現地に導入可
能な短節間カボチャ「TC２A」の転換畑における
肥培管理方法を明らかにするとともに最適な土壌水
分条件を得るための地下水位制御方法を検討する。
作業においては密植栽培で懸念される移植作業負担
の増大に対応した、セル成型苗、大苗の機械移植技
術を開発する。これらと同時に、より品質、収量及
び短節間性に優れた後継品種も育成する。

第３章　良食味米直播栽培および野菜作の実証と水

　　　　田営農システムの確立

１．上川中部地域における直播稲作及び施設型野菜

　　作の実証と水田営農システムの確立

　上川当麻町の農家にて、開発した乾田並びに湛水
直播播種栽培技術を導入、ミニトマトについては、
新たな栽培方法を導入して実証試験を行い、その技
術評価と技術の改良を行う。さらに経営的な評価に
より技術の導入条件を明らかにする。

２．北空知地域における直播稲作及び露地野菜作の

　　実証と産地化方策の提示

　空知深川市の農家にて、上川と同様に水稲につい
ては乾田並びに湛水直播に関する技術を導入すると
ともに、カボチャについても開発した栽培方法を導
入し実証試験を行い、その技術評価と技術の改良を
行う。さらに経営的な評価により技術の導入条件を
明らかにする。

農業・食品産業技術総合研究機構北海道農業研究センター
北海道における良食味米直播栽培を導入した米・野菜複合による高収益水田営農システムの確立
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Ⅴ．研究結果

第１章　水稲直播栽培における省力栽培および良食

　　　　味米生産技術の開発

１．乾田および湛水直播栽培における省力栽培技術

　　の開発

 「ほしまる」の目標収量を500kg/10aとしたときの
生育指標は乾田直播、湛水直播ともに穂数750本/㎡
である。
　乾田直播については籾数27千粒/㎡であり、それ
には、苗立ち本数150本/㎡以上、幼穂形成期の窒素
吸収量４～５kg/10a、茎数で850本/㎡程度の生育
を確保する必要がある。麦用ドリルシーダ利用で40
％の発芽率を得るための土壌硬度（矩形板沈下量）
は10mm、最適な播種機の播種深度は５～10mmで
ある。
　湛水直播については籾数25千粒/㎡、成熟期窒素
吸収量は９kg/10aであった。また、苗立ち本数は
150本/㎡程度で目標収量を確保することが可能であ
る。落水期間終日の目安を簡易有効積算温度で80～
90℃まで短縮しても苗立ちに影響はなく、施肥窒素
の損失が抑制される傾向にあった。
２．新品種に対応した低タンパク良食味米生産のた

　　めの栽培管理技術の開発

 「ほしまる」における落水出芽法では、落水によ
り再入水直後から幼穂形成期にかけて土壌中無機態
窒素の損失が生じる。北空知における玄米タンパク
質含有率7.8％以下、玄米収量530kgを確保するため
に、出穂期の窒素吸収量が8.6kg/10a必要であった。
３．米品質に及ぼす要因の解析と用途適性の評価

　直播栽培による「ほしまる」精米のタンパク質含
量は、２つの直播栽培法において、移植栽培法に対
して低く、含量を低減した生産ができることを確認
した。タンパク質含量は、土壌、気象条件により変
動が見られること、また、追肥を実施した一部の栽
培区で含量が高い傾向が見られ、栽培管理上の検討
点であると考えられた。炊飯米としての品質特性
は、炊飯米外観や硬さ、粘り具合といった物理特性
等の複数の食味に関わる評価値から良質性が確認さ
れた。

第２章　水田地帯における野菜の省力栽培技術の確立

１．施設型野菜作における夏秋ミニトマトの省力・

　　高品質栽培技術の確立

　摘房および側枝葉を利用した栽培技術により、い
ずれの作型についても単価の安い８月上中旬の収量
を減少させ、価格の回復する９月以降の収量を増加
させて更に果実も肥大させることが可能であった。
２．露地野菜作における短節間カボチャの省力栽培

　　技術の確立

　早生、短節間性のF1系統「TC12」並びに種子殻
がない種子を多く生産できるF1ペポカボチャ系統
「豊平交１号」が開発された。
 「TC２A」の転換畑での栽培において、窒素施肥
法が基肥４kg＋追肥４kg 10a-1で収量や品質は高ま
る傾向がみられると同時に、果実の日焼けを抑制す
る効果があった。また、追肥前の分枝葉柄汁液中の
硝酸濃度から地上部の窒素吸収量の推定が可能であ
ることが示された。
　アタッチメントの交換でセル成型苗と大苗の両方
の移植が可能な移植機構を開発した。作業速度は、
13cm/秒であり、慣行セル成型苗移植機には劣るも
のの大苗では人力による移植に比べて省力的である。
　溢水式とサイホン式の水位制御装置を暗渠排水口
に設置しその性能を比較した結果、サイホン式は溢
水式よりも、排水量が多く、暗渠から離れた地点に
おける地下水位の降下が速いことが分かった。ま
た、サイホン式は地下水位のピークカット効果があ
ることが明らかになった。

第３章　良食味米直播栽培および野菜作の実証と水

　　　　田営農システムの確立

１．上川中部地域における直播稲作及び施設型野菜

　　作の実証と水田営農システムの確立

　乾田直播水稲の精玄米重収量は、移植水稲のおよ
そ76％であったが、その中で生産の安定化をはかる
には150本/10a以上の苗立ち本数を確保し、側条施
肥中心の施肥から全層施肥を中心とした基肥に変え
ることが有効と考えられた。
　湛水直播栽培の現地実態調査を行った結果、苗立
ち本数は目標本数に達しない場合でも、収量は確保
されていた。安定生産を図るためには、適正な生育
量を確保するための施肥管理技術と追肥技術の開発、
雑草対策、病害対策、倒伏軽減対策が必要である。
　農家による実証試験をもとに水稲直播栽培及びミ
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ニトマト新技術の導入効果を検討した。その結果、
作業時間、コストの削減効果が明らかになるととも
に、ミニトマトの新技術については、新規技術を導
入した作型を組み合わせることで作付可能面積が拡
大し所得増加が図られることが試算結果より示され
た。
２．北空知地域における直播稲作及び露地野菜作の

　　実証と産地化方策の提示

  乾田直播での収量は周辺の移植水稲の収量のおよ
そ83％で、その収量格差の原因は圃場均平の不良で
あった。2007年と施肥を全量側条施肥とした2008年
に大きかった。短節間カボチャ「TC２A」は、セル
苗の機械定植を導入し、補植と手直し作業を省略し
た作業体系で定植作業時間が大幅に短縮され、欠株
は２％以下で欠株による減収は認められなかった。
　地下灌漑処理（地下水位制御）は、施肥窒素の溶
脱増加が懸念されるが、カボチャの初期生育を高
め、生育期間全体あるいは８月の果実成熟期に乾燥
する年には収量、品質の向上に有効であった。
　湛水直播栽培の現地実態調査の結果、落水出芽法
の導入により苗立ち本数は目標を概ね達成してい
た。しかし、収量の圃場間差が大きく、施肥窒素利
用効率の向上による初期生育の確保と落水出芽法に
合わせた合理的な除草方法の開発が必要であった。
　実証地区は、水稲直播栽培の単収が低い実態にあ
り、所得形成と60kg当たり生産費の低減が阻害さ
れている。ただし、戸別所得補償制度下では，移行
前に比べて、所得を形成するのに必要な単収は低下
し，直播栽培の収益性は向上する。短節間かぼちゃ
は従来品種よりも生産費は低いものの、物財費は高
い。実証地区では、新品種の単価が低く、小ロット
のもと流通経費が高い実態にあり、収益性が得られ
ていないことを明らかにした。
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